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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 31日 (2006.7.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ャ ン バ 、 開 放 端 お よ び 末 端 を 画 成 す る 内 側 表 面 を 有 す る 注 射 器 本 体 と 、
　 該 注 射 基 本 体 内 に 延 在 す る プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド で あ っ て 、 長 手 方 向 軸 に 沿 う 細 長 い 本 体 部
分 と 、 該 細 長 い 本 体 部 分 の 末 端 の ス ト ッ パ と 、 デ ィ ス ク と 、 前 記 細 長 い 本 体 部 分 の 長 手 方
向 軸 か ら 離 れ る よ う 放 射 状 に 設 け ら れ た 一 対 の 表 面 に よ っ て 形 成 さ れ る 少 な く と も １ つ の
軸 方 向 延 在 凹 部 と を 含 み 、 前 記 凹 部 の 各 々 に 少 な く と も １ つ の 基 端 側 の 歯 お よ び 少 な く と
も １ つ の 末 端 側 の 歯 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 開 放 端 の 方 向 へ の 第 １ 後 退 ス ト ロ ー ク 、 前 記
末 端 の 方 向 へ の 第 １ 注 入 ス ト ロ ー ク 、 前 記 開 放 端 の 方 向 へ の 第 ２ 後 退 ス ト ロ ー ク 、 お よ び
前 記 末 端 の 方 向 へ の 第 ２ 注 入 ス ト ロ ー ク の 実 行 後 に 実 質 的 に 不 動 と な る よ う に さ れ た 当 該
プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド と 、
　 前 記 凹 部 内 で 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 前 記 注 射 器 バ レ ル の 前 記 内 側 表 面 と 係 合 し て 、 前 記
注 射 器 バ レ ル の 前 記 開 放 端 の 方 向 に は 実 質 的 に 不 動 と な る ロ ッ ク エ レ メ ン ト で あ っ て 、 さ
ら に 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 前 記 第 １ 注 入 ス ト ロ ー ク に お い て 前 記 少 な く と も １ つ の 基
端 側 の 歯 に 係 合 可 能 で あ る と と も に 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 前 記 第 ２ 注 入 ス ト ロ ー ク に
お い て 前 記 少 な く と も １ つ の 末 端 側 の 歯 に 係 合 可 能 な 当 該 ロ ッ ク エ レ メ ン ト と 、
を 具 え た 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ レ ル に さ ら に 、 前 記 開 放 端 の 方 向 に お け る 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 移 動 を 制 限 す
る た め の 環 状 リ ン グ が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 後 退 ス ト ロ ー ク の 間 に 前 記 ス ト ッ パ が 前 記 環 状 リ ン グ に 当 接 し た と き に 、 前 記
プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 移 動 が 前 記 開 放 端 の 方 向 に お い て 制 限 さ れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 注 射 器
ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 後 退 ス ト ロ ー ク の 間 に 前 記 ス ト ッ パ が 前 記 環 状 リ ン グ に 当 接 し た と き に 、 前 記
プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 移 動 が 前 記 開 放 端 の 方 向 に お い て 制 限 さ れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 注 射 器



ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 基 端 側 の 歯 に は 基 端 側 の 歯 が 複 数 具 え ら れ 、 前 記 少 な く と も １ つ
の 末 端 側 の 歯 に は 末 端 側 の 歯 が 複 数 具 え ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 基 端 側 の 歯 に は ３ つ の 歯 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射
器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト は 一 体 の 弾 性 を 有 す る 金 属 の 構 造 物 で あ り 、 こ れ に 対 し て 前 記 プ
ラ ン ジ ャ ロ ッ ド が 基 端 側 に 移 動 可 能 と な る よ う 、 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト が 配 置 さ れ て い る
請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト は 基 端 側 に 延 在 す る １ 以 上 の 棘 を 含 み 、 該 棘 は 前 記 注 射 器 バ レ ル
の 前 記 内 側 表 面 と 係 合 す る も の で あ り 、 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト に 対 し て 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ
ッ ド が 基 端 側 に 移 動 可 能 と な る よ う 、 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト お よ び ス ト ッ パ が 配 置 さ れ て
い る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ク エ レ メ ン ト は 末 端 お よ び 基 端 を 有 す る 本 体 部 分 を 含 み 、 該 本 体 部 分 が 概 ね Ｖ
形 状 で あ っ て 、 前 記 表 面 の 対 に 係 合 可 能 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 長 手 方 向 軸 近 傍 で 集 合 す る 複 数 の
放 射 状 延 在 壁 と 、 該 複 数 の 放 射 状 延 在 壁 の １ つ か ら 非 放 射 方 向 に 延 在 す る 第 １ の 追 加 壁 と
を 含 み 、 該 第 １ の 追 加 壁 が 前 記 凹 部 を 形 成 す る 前 記 表 面 の １ つ を な し て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 数 の 放 射 状 延 在 壁 の １ つ か ら 延 在 す る 第 ２ の 追 加 壁 を 含 み 、 該 第 ２ の 追 加 壁 が 前
記 凹 部 を 形 成 す る 前 記 表 面 の １ つ を な し て い る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 ス ト ッ パ に 近 接 す る 第 １ 壁 と 、 第
１ 壁 の 第 １ 側 部 か ら 突 出 す る 複 数 の 第 ２ 壁 と を 含 み 、 該 第 ２ 壁 の う ち の ２ つ が 前 記 凹 部 を
形 成 す る 前 記 表 面 を な し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 環 状 リ ン グ が 前 記 末 端 か ら 距 離 を 置 い て お り 、 こ の 距 離 に よ っ て 所 要 の 再 形 成 用 量
に 実 質 的 に 等 し い 前 記 チ ャ ン バ の 容 量 が 定 め ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 バ レ ル の 前 記 末 端 に 取 り 付 け ら れ て 前 記 バ レ ル と 流 体 連 通 す る 針 カ ニ ュ ー レ を さ ら
に 具 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 ア セ ン ブ リ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 適 実 施 形 態 で は 、 末 端 側 の 壁 １ ５ ３ の そ れ ぞ れ は 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。 必 要 で あ れ
ば 、 そ れ ぞ れ の 壁 の 対 の 間 の 領 域 を 埋 め る こ と で 、 剛 性 が 付 加 さ れ る よ う に す る こ と も で
き る 。 先 の 実 施 形 態 と 比 べ る と 、 図 ２ ０ ～ 図 ２ ５ に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 は 、 単 一 の 基 端 側
の 歯 ５ ８ お よ び 単 一 の 末 端 側 の 歯 ５ ９ で は な く 、 複 数 の 末 端 側 の 歯 １ ５ ８ お よ び 複 数 の 基
端 側 の 歯 １ ５ ９ を 含 ん で い る 。 図 ２ ０ ～ 図 ２ ２ に 示 す よ う に 基 端 側 の 歯 １ ５ ８ が ３ 枚 、 末
端 側 の 歯 １ ５ ９ が ３ 枚 設 け ら れ て い る が 、 そ れ ら の 数 は 所 要 の 薬 剤 用 量 に 従 っ て 変 更 可 能
で あ る 。 末 端 側 の 歯 １ ５ ８ お よ び 基 端 側 の 歯 １ ５ ９ は 壁 １ ５ ３ の 選 択 さ れ た 表 面 に 形 成 さ
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れ て い る 。 末 端 側 お よ び 基 端 側 の 歯 １ ５ ８ ， １ ５ ９ の 各 々 は 対 応 し て 末 端 側 に 向 く 表 面 す
な わ ち 肩 部 １ ５ ６ を 含 ん で い る 。 歯 を 含 む 壁 面 １ ５ ５ ， １ ５ ７ は 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド の 長
手 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 延 在 す る 仮 想 線 に 沿 っ て 収 束 し て お り 、 そ こ か ら 放 射 状 に 設 け ら れ
て い る 。 壁 面 １ ５ ５ ， １ ５ ７ は ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ を 位 置 づ け る た め の 凹 部 １ ４ ２ を 形
成 し て い る 。 ４ つ の 凹 部 が 設 け ら れ て い る が 、 こ れ よ り 多 い 、 ま た は 少 な い 凹 部 が 用 い ら
れ て い て も よ い 。 収 束 線 に 沿 っ て 実 際 に 集 ま る 表 面 に よ っ て 凹 部 １ ４ ２ を 形 成 可 能 で あ る
こ と は 明 ら か で あ る 。 さ ら に 、 こ こ に 記 載 さ れ 、 図 示 さ れ た プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ
は 一 体 構 造 で あ る が 、 実 際 に は ２ 以 上 の 部 品 に よ り 構 成 さ れ て い て も よ い こ と は 言 う ま で
も な い 。 ス ト ッ パ １ ４ ４ は 、 例 え ば 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ 残 部 を 構 成 し て い る 材
料 と は 異 な る 材 料 か ら 作 ら れ る 別 体 の 構 成 要 素 で あ っ て も よ い 。 好 ま し く は 、 注 射 器 バ レ
ル は ポ リ プ ロ ピ レ ン で 構 成 さ れ 、 内 部 潤 滑 剤 を 含 ん で お り 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ
は ポ リ エ チ レ ン で 構 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 注 射 器 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ は 、 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 そ の 構 成 要 素 か ら 簡 単
に 造 ら れ 、 パ ッ ケ ー ジ さ れ る 。 ま ず 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は 、 脚 部 ６ ６ 、 ６ ８ の 傾 け ら
れ た 端 部 が 相 対 的 末 端 側 に あ る デ ィ ス ク ４ ８ に 隣 接 す る よ う に し て 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １
３ ８ の 凹 部 １ ４ ２ の １ つ に 置 か れ る 。 脚 部 ６ ６ 、 ６ ８ お よ び ス プ リ ン グ 部 材 は 基 端 側 に 延
在 し て お り 、 棘 ７ ６ 、 ７ ８ 、 ８ ４ 、 ８ ６ は す べ て プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １ ３ ８ に 関 し て 基 端 側
に 傾 い て い る 。 そ し て 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ／ ロ ッ ク エ レ メ ン ト ア セ ン ブ リ １ ２ １ が バ レ ル
１ ２ ２ の 基 端 を 通 し て バ レ ル 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ア セ ン ブ リ １ ２ １ が バ レ ル 内 を 末 端 側 に 移 動 す る と き 、 棘 の 傾 き に よ っ て 、 バ レ ル の 内
側 表 面 １ ２ ４ と 係 合 し な が ら の 摺 動 が 許 容 さ れ る 。 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は 、 デ ィ ス ク １
４ ８ と 脚 部 ６ ６ ， ６ ８ の 端 部 と の 係 合 に よ っ て 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １ ３ ８ と と も に 末 端 側
に 移 動 す る 。 ギ ャ ッ プ ７ ４ は 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト の 取 り 付 け の 後 に も 、 脚 部 ６ ６ ， ６ ８ の
間 で 維 持 さ れ る 。 ギ ャ ッ プ が 維 持 さ れ 、 脚 部 ６ ６ ， ６ ８ の 長 さ が 比 較 的 長 く 維 持 さ れ て い
る こ と で カ ン チ レ バ ー ば ね の 働 き を し 、 バ レ ル に 比 較 的 弱 め ら れ た 力 を 提 供 し て 、 使 用 と
取 り 付 け と を 容 易 に す る 。 ス ト ッ パ １ ４ ４ が バ レ ル １ ２ ２ の 端 壁 １ ３ ５ お よ び ロ ッ ク エ レ
メ ン ト ６ ０ の 末 端 と 係 合 す る ま で 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ／ ロ ッ ク エ レ メ ン ト ア セ ン ブ リ １ ２
１ は 末 端 側 に 移 動 す る 。 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は 環 状 リ ン グ １ ２ ７ と 当 接 す る 棘 ８ ４ お よ
び カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ ８ ７ を 含 ん で い る 。 従 っ て 環 状 リ ン グ １ ２ ７ が バ レ ル １ ２ ２ 内 で 離
れ る こ と で 、 ス ト ッ パ １ ４ ４ が 端 壁 １ ２ ３ に 係 合 し た と き 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ の 基 端
７ ０ ， ７ ２ は ほ ぼ 末 端 側 デ ィ ス ク ４ ８ の 近 傍 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 注 射 器 の 使 用 ま た は
保 管 の 準 備 が 整 う 。 針 カ ニ ュ ー レ を 保 護 す る た め に 、 針 カ バ ー ６ ２ を バ レ ル 末 端 の カ ラ ー
１ ３ ２ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 カ バ ー は 、 使 用 の 前 に 取 り 外 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 使 用 に 際 し て は 、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ １ ２ １ は 図 ２ １ に 示 さ れ る 位 置 か ら 図 ２
２ に 示 さ れ る 位 置 ま で 後 退 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ り 第 １ 吸 引 が 行 わ れ 、 再 形 成 流 体 ま た は
希 釈 剤 が 針 カ ニ ュ ー レ １ １ ０ お よ び 通 路 １ ３ ４ を 通 っ て バ レ ル １ ２ ２ の チ ャ ン バ １ ２ ６ 内
に 流 入 す る 。 プ ラ ン ジ ャ は ス ト ッ パ １ ４ ４ が リ ン グ １ ２ ７ に 当 接 す る ま で 後 退 す る 。 か か
る 後 退 の 間 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は バ レ ル １ ２ ２ に 対 し て 実 質 的 に 静 止 し た 状 態 に あ り
、 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １ ３ ８ は バ レ ル ２ ２ と ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ と の 両 方 に 対 し て 基 端 側
に 移 動 す る 。 こ れ は 棘 ７ ６ ， ７ ８ ， ８ ４ ， ８ ６ が バ レ ル の 内 側 表 面 １ ２ ４ と 係 合 す る こ と
に よ る 。 棘 は 好 ま し く は バ レ ル よ り 硬 い 材 料 か ら 作 ら れ 、 基 端 側 へ の 移 動 に 抵 抗 す る そ れ
ら の 能 力 を 強 化 す る 。 プ ラ ン ジ ャ が 基 端 側 へ の 移 動 を 続 け る と き 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０
の 脚 部 ６ ６ ， ６ ８ の 曲 げ ら れ た 端 部 ７ ０ ， ７ ２ は 、 後 退 の 間 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ
の 基 端 側 の 歯 １ ５ ８ の す べ て を 乗 り 越 え る 。 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト が 末
端 側 の 歯 １ ５ ９ を 乗 り 越 え る 前 に 、 ス ト ッ パ １ ４ ４ が リ ン グ １ ２ ７ と 当 接 す る 。 よ っ て 、
ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は 末 端 側 の 歯 １ ５ ９ に い ず れ を も 通 過 し な い 。 基 端 側 の 歯 １ ５ ８ お
よ び 末 端 側 の 歯 １ ５ ９ は 適 切 に 離 隔 し て お り 、 第 １ 吸 引 を 通 じ て ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ が
基 端 側 の 歯 １ ５ ８ の み 通 過 で き る よ う に す る 一 方 、 適 正 な 量 の 再 形 成 流 体 を 注 射 器 １ ２ ０
内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ お よ び リ ン
グ １ ２ ７ を 適 切 に 離 隔 さ せ て 適 量 の 再 形 成 流 体 が チ ャ ン バ ２ ６ 内 に 提 供 さ れ る よ う に す る
こ と で 、 吸 引 工 程 に お け る プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １ ３ ８ の 後 退 が 制 限 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 再 形 成 さ れ た 薬 剤 が 凍 結 乾 燥 薬 剤 収 納 容 器 か ら バ レ ル １ ２ ２ 内 に 引 き 込 ま れ る と 、 針 カ
ニ ュ ー レ を 流 体 源 か ら 取 り 外 し 、 注 入 用 に 用 い る こ と が 可 能 と な る 。 患 者 へ の 注 入 工 程 で
は 、 図 ２ ４ に 示 す 位 置 か ら 図 ２ ５ に 示 す 位 置 へ と 、 プ ラ ン ジ ャ ア セ ン ブ リ １ ３ ８ お よ び ロ
ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ の 双 方 が 末 端 側 に 移 動 す る 。 図 ２ ５ で は 、 ス ト ッ パ １ ４ ４ が 再 び バ レ
ル １ ２ ２ の 端 壁 １ ３ ５ に 隣 接 し 、 係 合 す る 。 こ の ポ イ ン ト で は 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ は
末 端 側 の 歯 １ ５ ９ の 末 端 側 部 に 位 置 し た ま ま で あ り 、 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ の 基 端 ７ ０ は
末 端 側 の 歯 １ ５ ９ の 末 端 側 肩 部 ５ ６ に 係 合 す る 。 プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド １ ３ ８ お よ び ロ ッ ク エ
レ メ ン ト ６ ０ の 双 方 は そ れ ら の 位 置 か ら 実 質 的 に 動 い て い な い 。 基 端 側 へ の プ ラ ン ジ ャ ３
８ の 移 動 に 抵 抗 す る 棘 ７ ６ ， ７ ８ ， ８ ４ ， ８ ６ が 内 側 表 面 １ ２ ４ に 係 合 し て い る か ら で あ
る 。 従 っ て 注 射 器 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ は 再 使 用 で き な い も の と な る 。 あ る 者 が 通 常 で な い 力
を も っ て プ ラ ン ジ ャ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ を 図 ２ ５ に 示 す 位 置 か ら 後 退 さ せ よ う と 試 み る と 、
ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ の 末 端 の カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ ８ ７ が ス ト ッ パ を 貫 き 、 そ れ を 使 用 不
能 と し て し ま う 。 ロ ッ ク エ レ メ ン ト ６ ０ を 基 端 方 向 に 押 し や る に 十 分 な 力 、 も し く は そ れ
よ り 小 さ な 力 が 加 え ら れ た と き に ス ト ッ パ １ ４ ４ が 使 用 不 能 に な る こ と が 好 ま し い 。 上 述
し た よ う に 、 カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ ８ ７ と ス ト ッ パ １ ４ ４ と の 単 純 な 係 合 に よ っ て は ス ト ッ
パ の 完 全 性 が 危 う く な る も の で は な ら な い 。
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